
平 成 ２ ５ 年 度 第 １ 回 午後の部 (伝送交換)
電気通信主任技術者試験問題 専門的能力・電気通信システム

注 意 事 項

１ 試験開始時刻 １４時２０分

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「電気通信システム」のみ １ 科 目 １５時４０分

「専門的能力」のみ １ 科 目 １６時００分

「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目 １７時２０分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ

伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝 1～伝15

無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝16～伝31

専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝32～伝46

伝送交換主任技術者 デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝47～伝61

通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝62～伝78

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝79～伝83

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した伝送交換主任技術者(『伝 送 交 換』と略記)を○で囲んでください。

(5) 専門的能力欄は､『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』のうち、あなたが受験申請した専門的能力を○で囲んでく

ださい。

(6) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、デジタル通信網における網同期について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

デジタル通信網において信号を正確に送受信するためには、送信側と受信側でのクロック周

波数の同期と位相の同期が必要となる。

デジタル通信網内における各局のクロック周波数の同期をとる技術は網同期といわれ、網同

期を実現する方式としては、各局に設置される発振器及び発振器の周波数制御を行うために各

局間に設定されるクロック分配路との関係により、 (ア) 同期方式、従属同期方式及び独

立同期方式がある。

(ア) 同期方式では、デジタル通信網内の各局に可変周波数発振器を設置し、他局のク

ロックと自局のクロックとの位相差を基に自局の発振周波数を制御している。

従属同期方式では、マスタ局に一つの発振器を設置し、この発振器からのクロックを分配す

ることによりデジタル通信網内の全局にわたって周波数を合わせる。クロックの分配路にじょう
．．．

乱、故障などが発生したときに、クロックの分配を受ける側での対応方法として二つの方式が

あり、このうち、配信されるクロックが断となったときに、クロックが断となる前の正常な周

波数情報を基に従属局の発振器を制御して自走させる方式は、一般に、 (イ) 方式といわ

れる。

独立同期方式では、各局に極めて精度の高い発振器を設置し、各クロック源を完全に独立さ

せている。

一方、位相の同期をとる技術としては、各ハイウェイ上のパルスの (ウ) 位置を合わせ

るビット位相同期といわれる技術と、各ハイウェイ上のパルス列の始まりを合わせる (エ)

位相同期といわれる技術がある。 (エ) 位相差を吸収するため、一般に、エラスティック

ストアメモリが用いられる。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① キャラクタ ② 強結合 ③ 相 互 ④ 空間的

⑤ バイト ⑥ 疎結合 ⑦ フレーム ⑧ 調 歩

⑨ スタッフ ⑩ 密結合 ⑪ 相 対 ⑫ 時間的

⑬ 準 ⑭ 自 己 ⑮ 弱結合 ⑯ 絶 対
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話用デジタル交換機の故障検出について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ)

である。

＜(オ)の解答群＞

① 交換処理の異常の検出には、交換処理系と同じ系統内に監視回路を設け、周期的

に発生させた疑似呼の接続状況をチェックすることにより異常を検出する方法がある。

② 交換処理全体に与える影響が比較的軽微なハイウェイなどの異常の検出には、ハ

イウェイなどの動作状態(ステータス)を表示する回路を設け、定期監視プログラム

がステータスを読み取ることにより異常を検出する方法がある。

③ 呼処理に必要なデータ類の異常の検出には、ハードウェアによりトランザクション、

トランク及びリンクの無効保留などをチェックする方法がある。

④ 交換処理全体に与える影響が大きいプロセッサなどの共通制御装置の異常の検出

には、ハードウェアによる異常検出機能を設け、異常を検出したときには補正回路

により固定番地に格納されたソフトウェアに強制ジャンプさせ、故障処理プログラ

ムを起動する方法がある。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

Ｎｏ.７共通線信号方式の信号モードなどについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 二つの信号局に関連する信号メッセージが、その二つの信号局を直接接続する信号リンク

で運ばれる信号モードは、対応モードといわれる。

Ｂ 二つの信号局に関連する信号メッセージが、発信側と着信側の信号局のほかに、一つ以上

の信号局をタンデム中継した信号リンクで運ばれる信号モードは、準対応モードといわれ、

特に、タンデム中継の信号局があらかじめ決められて固定されているものは、非対応モード

といわれる。

Ｃ 共通線信号網の構成は、通話回線網と比較して、信号網の信頼性を高めるため、一般に、

信号中継局から複数の信号端局への経路を持つ、Ｎ＋１予備方式の構成を採っている。

＜(カ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



伝34

(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ランダム呼の生起条件の特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(キ) である。

＜(キ)の解答群＞

① ランダム呼の条件を満たす呼が生起する確率は、ポアソン分布に従う。

② 平滑呼の前提条件は、入線数を無限としているところがランダム呼と異なっている。

このため、平滑呼は準ランダム呼ともいわれる。

③ 生起呼量は加えられた呼量ともいわれ、平均保留時間の間にすべての入線に生起

する平均呼数で表すことができる。

④ 加えられた呼がランダム呼であっても、そのあふれ呼は、ランダム呼とは違った

性質を示す。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

即時式完全線群の呼量について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ 出回線数を一定にして加わる呼量を増大していくと、運ばれた呼量は次第に出回線数の値

に近づいていく。また、出回線塞がりに遭遇する確率も低くなり、接続品質は向上する。

Ｂ 運ばれた呼量は、出回線群の各瞬間の同時接続数の総和を、測定回数で除したものに等し

いとみなすことができる。

Ｃ ある回線群で１時間に５,４００呼が運ばれ、その平均保留時間が９０秒であった。この

回線群で運ばれた呼量は、６０アーランである。

＜(ク)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＰ電話における音声品質の劣化について述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＰ電話において音声品質が劣化する原因としては、遅延、パケット到達間隔の揺らぎ、

(ア) 、エコーなどがある。遅延には、音声データのパケット化に伴う遅延、ＩＰ網での

伝送遅延などがある。一つのパケットで運ぶ音声データ量を少なくすれば、音声データのパ

ケット化に伴う遅延は小さくできるが、ＩＰ網内のルータの処理能力などに影響を及ぼすとと

もに、パケット転送処理における (イ) が大きくなり、より広い帯域が必要となる。

送信側からのパケットがＩＰ網を経由して受信側に到着するときのパケットの到着間隔のず

れは、一般に、揺らぎといわれ、揺らぎが大きくなると音声の途切れなどが生ずる。揺らぎに

よる音声品質の劣化を防止するための対策としては、 (ウ) などが用いられる。

ＩＰ網の経路上において (ア) が生ずる要因としては、通信量の増加によるＩＰ網の

輻輳などによるバッファオーバフローなどがあり、音声の途切れなどを生じさせることになる。
ふくそう

この音声の途切れの対策としては、一般に、 (ア) が発生した箇所にその直前の音声デー

タをコピーすることで音声の途切れを補完する方法が採られる。

エコーには、２線－４線の変換の際に生ずる (エ) エコーなどがある。エコーによる音

声品質の劣化を防止するための対策としては、一般に、エコーキャンセラが用いられる。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① 干 渉 ② リモート ③ パケットロス ④ パケット多重

⑤ 音 量 ⑥ ペイロード ⑦ 補間処理 ⑧ ジッタバッファ

⑨ ローカル ⑩ 量子化雑音 ⑪ ハイブリッド ⑫ オーバヘッド

⑬ アコースティック ⑭ エコーサプレッサ

⑮ パリティチェック ⑯ フラグメンテーション
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＶｏＩＰのプロトコルと接続制御の特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(オ) である。

＜(オ)の解答群＞

① ＳＩＰで用いられるサーバ群では、リダイレクトサーバが、クライアントからの

リクエストに応じてサービスを提供するサーバへＳＩＰメッセージを中継する機能

を有しており、中継先のアドレスは、ロケーションサービスへ問い合わせをする前

に決まる。

② ＶｏＩＰネットワークで用いられるＭＧＣＰでは、ＣＡが、電話番号とＩＰアド

レスとの関連付け、接続先の決定、共通線信号網との連携などの機能を有している。

③ Ｈ.３２３プロトコルによる通信では、Ｈ.３２３ゲートウェイが、電話番号から

ＩＰアドレスへの変換、帯域管理、端末の受付可否の制御などの機能を有している。

④ 大規模なＩＰ電話網構築用プロトコルのＭｅｇａｃｏ／Ｈ.２４８では、ＳＧが呼

制御の機能を有し、ＭＧはＳＧからの指示に従って音声などのメディア処理を行う

機能を有している。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＩＰのリクエストメッセージに用いられるメソッドについて述べた次の文章のうち、誤っ

ているものは、 (カ) である。

＜(カ)の解答群＞

① ＲＥＧＩＳＴＥＲは、ユーザエージェントがＳＩＰネットワークに対して、自分

のＵＲＩとＩＰアドレスを通知するときに用いられる。

② ＢＹＥは、発信側又は着信側のユーザエージェントのどちらからでも送信され、

メディアセッションを解放するときに用いられる。

③ ＣＡＮＣＥＬは、ユーザエージェント間でＡＣＫが送受された後、メディアセッ

ションを解放するときに用いられる。

④ ＯＰＴＩＯＮＳは、ユーザエージェントが他のユーザエージェントやプロキシサー

バの能力や状態を問い合わせるときに用いられる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＩＰを用いたＩＰ電話網とＰＳＴＮとを接続するゲートウェイの機能について述べた次の

Ａ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ＳＩＰを用いたＩＰ電話網とＰＳＴＮとの間の通信プロトコルにおけるインタワークには、

メディア及びシグナリングがある。ＩＰ電話網へのメディアの変換においては、一般に、

ゲートウェイがＰＳＴＮ側のチャネルを終端し、ＲＴＰのパケットを送受信するＩＰ側の

ポートにメディアを引き渡す。

Ｂ 通信事業者によって運用され、大規模なＰＳＴＮと接続されるシグナリングゲートウェイ

では、チャネル数が多いため、一般に、ＰＳＴＮの交換機とのインタフェースであるＮＮＩ

としては、Ｎｏ.７共通線信号方式のＩＳＵＰ信号を用いている。

Ｃ 企業などで用いられる比較的チャネル数が少ないＶｏＩＰゲートウェイでは、一般に、

ＰＳＴＮの交換機とのインタフェースであるＵＮＩとしては、ＩＳＤＮのデジタル加入者線

信号方式などを用いている。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワーク上で伝送される音声データのパケットサイズなどについて述べた次のＡ～

Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ６４kbit／sに符号化された音声データを、２０msごとにパケット化して伝送する場合、

ヘッダなどを除いた音声データ部のパケットサイズは、１６０Ｂyteとなる。

Ｂ ８０ Ｂyteの音声データに４０ Ｂyteのヘッダが付加されたパケットを８,０００

パケット伝送する場合、伝送路のデータ伝送速度を１.２Ｍbit／s、伝送効率を８０％

とすると、データ伝送時間は、８ｓとなる。

Ｃ ８kbit／sに符号化された音声データを、４０msごとに４０Ｂyteのヘッダが付加さ

れたパケットとして伝送する場合、必要なデータ伝送速度は、１２kbit／sとなる。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＷＤＭ伝送システムの概要について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＷＤＭ伝送システムは、波長分割多重技術を用いて、１本の光ファイバに波長の異なる複数

の光信号を多重化することにより、大容量のデータの高速伝送を可能とするものである。

ＷＤＭ伝送システムでは、ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送装置などから受信した光信号は、一般に、

送信側のＷＤＭ端局装置の (ア) において、電気信号に変換されるとともに、雑音が除去

され、波形が整えられ、再び光信号に変換された後、多重化部に送られる。 (ア) の内部

では、超高速及び長スパン伝送を実現するため、一般に、無変調連続波光源を用いた (イ)

変調方式が適用された送信回路が用いられる。多重化部及び分離部では、アレイ導波路回析格

子型光合分波器が広く用いられている。

光ファイバケーブル伝送路には、一般に、光ファイバによる光信号の減衰を補うため、３Ｒ

機能のうちのタイミング抽出及び (ウ) 機能は持たないが、低雑音な光増幅機能を持つ

(エ) 中継器が設置される。

伝送された光信号は、受信側のＷＤＭ端局装置において、光信号の分離及び変換処理を経て

ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送装置などに出力される。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① 再 生 ② アナログ ③ コンテナ ④ トランスポンダ

⑤ 直 接 ⑥ ＬＡＰＤ ⑦ 識別再生 ⑧ 中間周波数

⑨ 自 己 ⑩ 相 互 ⑪ ジッタ抑制 ⑫ リング共振器

⑬ 外 部 ⑭ 高感度 ⑮ 線 形 ⑯ クロック生成
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＧＥ－ＰＯＮシステムにおける信号送受信技術について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＯＬＴから各ＯＮＵへの下り信号は放送形式であることから、各ＯＮＵは同一

の信号を受信するが、この受信信号から該当のデータを抽出する際には、受信し

たフレームのプリアンブル部に配置されたＬＬＩＤといわれる識別子により宛先

を判断し、該当のデータを取り込む方法が用いられている。

② ＯＬＴは、各ＯＮＵからの信号送出タイミングを制御するため、ＯＬＴとＯＮＵ

間で信号の送受信を行い、ＯＬＴと各ＯＮＵ間の信号の伝送時間を測定する機能

を有しており、この機能は、一般に、レンジングといわれる。

③ 各ＯＮＵからＯＬＴへの上り信号は、各ＯＮＵが有するクロック位相、光信号

強度などが異なり、かつ、バースト状となることから、バースト信号を受信する

回路がＯＬＴに必要となる。

④ 一つのＯＬＴに接続された複数のＯＮＵから送出される上り信号の衝突を回避

するため、各ＯＮＵがＯＬＴに対して信号送出許可を要求することで、各ＯＮＵ

がそれぞれの送出タイミングを指定している。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

アクセスネットワークにおける多重化技術などについて述べた次の文章のうち、正しいもの

は、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ＩＳＤＮに用いられているＴＣＭ方式では、複数のデジタル信号を空間的に重

複しないように配列し、多重化している。

② ＰＯＮに用いられているＴＤＭ方式では、チャネルごとに異なる特有の符号で

演算処理した信号を送信し、受信側で逆演算を行い希望チャネルの信号を取り出

している。

③ ＣＡＴＶのＨＦＣシステムに用いられているＳＣＭ方式では、ＣＤＭ化された

ケーブルテレビ信号で変調した光信号を用いて光ファイバにより多チャネル映像

伝送を行っている。

④ ＦＴＴＨの光映像配信システムに用いられているＦＭ一括変換方式では、映像

信号などを一括して広帯域のＦＭ電気信号に変換し、この信号でＬＤの出力光を

変調した光信号を用いて、光ファイバにより多チャネル映像伝送を行っている。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＡＤＳＬの設備構成などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ＡＤＳＬモデムにはブリッジ型とルータ型があり、ＷＡＮ回線を経由してＬＡＮを接続す

る場合、一般に、ブリッジ型は論理的には異なるＬＡＮのセグメントとして扱われるが、

ルータ型は同一ＬＡＮのセグメントとして扱われる。

Ｂ ＡＤＳＬサービスと既存の電話サービスを同一のメタリック回線で利用する場合は、ユー

ザ宅に設置されたスプリッタと、通信事業者の設備センタに設置されたスプリッタによって

ＡＤＳＬのデータ信号と電話の音声信号を合成又は分離する。

Ｃ 通信事業者の設備センタに設置されるＤＳＬＡＭは、ＡＤＳＬ信号を復調した後のデータ

がＰＰＰｏＡやＰＰＰｏＥであることを識別するとともにＰＰＰを終端し、ＩＳＰなどの接

続先に振り分ける機能を有している。

＜(キ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＣＡＴＶにおけるインターネット接続について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＨＦＣシステムにおけるインターネット接続用として使用される周波数帯は、一般に、国

内では、ＴＶ番組放送用に使用していない周波数帯のうち、ユーザ宅からＣＡＴＶセンタへ

の上り方向には低い方の周波数帯が、ＣＡＴＶセンタからユーザ宅への下り方向には高い方

の周波数帯が用いられている。

Ｂ ユーザ宅に設置されるケーブルモデム(ＣＭ)は、一般に、ＣＡＴＶのテレビ１チャネル相

当分の４ＭＨz帯域を使ったデータ伝送を行っている。このチャネルを複数束ねることにより、

回線を大容量化する技術も用いられている。

Ｃ ケーブルモデム終端装置(ＣＭＴＳ)は、一般に、ＣＡＴＶセンタに設置されるヘッドエン

ド装置に接続され、ユーザ宅のＣＭとインターネットなどの外部ネットワークとの間の接続

制御を行っている。

＜(ク)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ルーティングプロトコルであるＯＳＰＦの概要について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただ

し、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

相互に接続されるネットワーク数が多い大規模なネットワークに対応するため、ＯＳＰＦプ

ロトコルをサポートするネットワークでは、ネットワーク全体をエリアといわれる単位に分割

し、そのエリア間を (ア) で接続する２階層構造をとることができる。

エリアと (ア) を接続するルータはエリア境界ルータといわれ、 (イ) で計算され

た経路情報を他のエリアにアナウンスする。

ＯＳＰＦプロトコルをサポートするネットワークが他のルーティングプロトコルをサポート

する外部ネットワークと接続するときに使用されるルータは、一般に、 (ウ) ルータとい

われる。 (ウ) ルータにおいて、外部ネットワークの経路情報をＯＳＰＦプロトコルをサ

ポートするネットワークに取り込む作業は、経路の (エ) といわれ、この情報を基に外部

ネットワークへの経路の選択が可能となる。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① サブネットワーク ② 初期化 ③ ブロードバンド ④ ＢＧＰ

⑤ ブロードキャスト ⑥ エリア内 ⑦ ＡＳ境界 ⑧ 近 隣

⑨ インターネット ⑩ 再配布 ⑪ ネイバー ⑫ 更 新

⑬ バックボーンエリア ⑭ 全エリア ⑮ ローカルネット ⑯ 隣 接
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＴＣＰ及びＵＤＰのポート番号の特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(オ) である。

＜(オ)の解答群＞

① ＴＣＰ及びＵＤＰでは、通信しているサーバを識別するため、１６ビットのポート

番号を用いている。

② ＴＣＰ及びＵＤＰでは、宛先ポート番号、送信元ポート番号、宛先ＩＰアドレス、

送信元ＩＰアドレス及びＭＡＣアドレスの組合せにより、通信を識別している。

③ ポート番号は使用されるトランスポートプロトコルごとに決められることから、

ＴＣＰは、ＵＤＰと同じポート番号を使用することができる。

④ ウェルノウンポート番号は、ＨＴＴＰ、ＴＥＬＮＥＴ、ＦＴＰなどのアプリケー

ションプロトコルごとに動的に割り当てて使用されるポート番号であり、０から

１,０２３までの番号が用いられる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ４におけるパケットの分割処理などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ ＩＰネットワークにおいて、パケットを転送するときに、そのままの大きさでは転送でき

ない場合にパケットの破棄又は分割処理が行われるが、分割処理が必要にならない最大転送

単位であるＭＴＵ値は、一般に、データリンクの種別によって異なる。

Ｂ ＩＰパケットの分割処理によりフラグメント化された複数のパケットを、ＩＰヘッダの識

別子を参照して元のパケットに戻す再構築の処理は、一般に、終点となる宛先ホストで行わ

れる。

Ｃ ＰＭＴＵＤ(Path MTU Discovery)は、宛先ホストまでの伝送経路上において、パケットの

分割処理が必要にならないＭＴＵ値を検出する仕組みである。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークにおけるコネクション型通信及びコネクションレス型通信の特徴などにつ

いて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

＜(キ)の解答群＞

① ＩＰネットワーク上では、コネクション型通信プロトコル及びコネクションレス型

通信プロトコルの利用が可能であり、コネクション型通信プロトコルは、ネットワー

ク層でサポートされている。

② コネクションレス型ネットワークであるＩＰネットワークにおいて、ネットワー

ク層以下の伝達機能が正常に機能しているかどうかを確認する場合、ＵＤＰを用い

て端末間の情報転送の正常性を確認することによって間接的に保証している。

③ コネクションレス型通信は、コネクション型通信と比較して、一般に、通信の信

頼性は低いが、通信制御が簡単であり処理の高速化などが可能とされている。

④ ＵＤＰでは、コネクションの確立と解放には３ウェイハンドシェイクといわれる

手順を用い、さらに、送信データの順序制御、再送制御などの機能を用いることに

より、信頼性のある通信を実現している。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＭＳ(IP Multimedia Subsystem)の特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているも

のは、 (ク) である。

＜(ク)の解答群＞

① ＩＭＳでは、ユーザ認証及びアクセスセキュリティの機能を有しており、ユーザ

がＩＭＳネットワークへ接続するときは、一般に、ＩＭＳ用のＳＩＭカードなどに

記録されたユーザ固有のＩＤを用いて認証が行われ、認証が成功するとＩＭＳネッ

トワークへの接続が許可される。

② ＩＭＳでは、携帯端末などによる移動通信において、ユーザがアクセスするネッ

トワーク間を移動(ローミング)しても、移動先からそのユーザが加入しているホー

ムネットワークにアクセスし、ホームネットワーク側からサービスを提供すること

を可能としている。

③ ＩＭＳにおける課金方法としては、オンライン課金とオフライン課金が可能となっ

ている。オフライン課金は、一般に、サービスを利用する前に一定額の料金を前払

いしておくもので、プリぺイドサービスなどで用いられる。

④ ＩＭＳでは、提供するサービスのセッションの確立、解放などの制御を行うプロ

トコルとしてＳＩＰが用いられている。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＳＮＭＰについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したも

のを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答

を示す。 (２点×４＝８点)

ＳＮＭＰ(Simple Network Management Protocol)はネットワーク管理のためのプロトコルで

あり、管理される側の機器に搭載される (ア) と管理する側の (イ) が通信すること

で、ネットワーク管理に必要な機能を提供している。ＳＮＭＰは管理のためのプロトコルであ

ることから、通信処理における負荷を軽くする必要があるため、下位層のプロトコルとして

(ウ) が使用されている。ＳＮＭＰはネットワーク管理における障害管理や性能管理の機

能を実現するだけではなく、構成管理や設定変更などの管理機能を実現することもできる。

ＳＮＭＰによる通信のタイプには２種類ある。一つは (イ) が (ア) の情報を収集

するポーリングであり、もう一つは障害などのイベントが発生したときに、 (ア) が

(イ) に対して通知を行う (エ) である。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ペアレント ② チャイルド ③ ＩＣＭＰ ④ メッセージ

⑤ エージェント ⑥ ブリッジ ⑦ ＵＤＰ ⑧ レスポンス

⑨ プロキシ ⑩ ブラウザ ⑪ ＴＣＰ ⑫ マネージャ

⑬ データベース ⑭ トラップ ⑮ ＳＭＴＰ ⑯ 割り込み
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ストリーミング配信における負荷分散技術などについて述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ライブストリーミング配信のストリームデータの中継を行う仕組みとして、スプ

リッティングがある。コンテンツサーバから複数のスプリッタサーバを経由させる

ことで、クライアントへの同時配信可能なストリーム数を増やしてもコンテンツ

サーバへのトラヒック集中やバックボーンへの負荷を軽減することができる。

② コンテンツサーバとスプリッタサーバ間が常に接続されているプルスプリッティ

ングでは、最初のクライアントが接続するときでもストリームデータの要求に対し、

待ち時間を最小限にすることができる。

③ アクセスが集中することが想定されるコンテンツをクライアントに近いキャッ

シュサーバに蓄積することにより、コンテンツサーバへのアクセスを分散させる方

式は、一般に、ストリームキャッシュといわれる。

④ 通信量を管理しつつ、品質を確保し、効率的にコンテンツを配信するためのネッ

トワークの一つとしてＣＤＮがあり、これは大規模なストリーミング配信用のネッ

トワークとして用いられる場合もある。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

スイッチングハブにおけるフレーム転送方式などについて述べた次の文章のうち、誤ってい

るものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① スイッチングハブは、インタフェースの固有番号であるＭＡＣアドレスを基に、

二つのポート間を接続できるため、コリジョンが発生しにくい特徴を有する。

② カットアンドスルー方式は、オンザフライ方式ともいわれ、フォワーディングす

るフレームのＤＡ(宛先アドレス)を読み込んだ時点で、そのフレームを転送する。

③ ストアアンドフォワード方式は、フォワーディングするフレームの先頭から

ＦＣＳを除いた部分までの受信フレームをバッファリングして、フレームの誤り検

査に異常がなければ、そのフレームを転送する。

④ フラグメントフリー方式は、フォワーディングするフレームの先頭からＤＡを含

んだ特定のバイト数を読み取り、異常がなければそのフレームを転送する。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ユーザ認証などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＰＰＰのユーザ認証プロトコルとして、ＣＨＡＰとＰＡＰがある。ＣＨＡＰは、

ユーザ側の端末からユーザＩＤとパスワードをサーバに送り、サーバでそれを確認

するもので、送られるユーザＩＤとパスワードは暗号化されていないため、盗聴に

より第三者にこれらの情報を取得されるおそれがある。

② ＣＨＡＰは、チャレンジ・レスポンス認証方式を採っており、ハッシュアルゴリ

ズムはＳＨＡ－１を用いている。ＳＨＡ－１は、６４ビットのハッシュ値を生成し、

ＩＰｓｅｃなどに使用されている。

③ メールサーバにアクセスする際のプロトコルとしては、ＰＯＰ３、ＡＰＯＰ、

ＩＭＡＰ４などがある。ＰＯＰ３は、平文認証を行っており、ＡＰＯＰは、平文認

証及びチャレンジ・レスポンス認証を行っている。

④ メール送信に使用するＳＭＴＰにはユーザ認証の仕組みがないため、送信元が詐

称されやすい。この対策として、ユーザ認証の機能を付加したものは、ＳＭＴＰ

ＡＵＴＨといわれる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ファイアウォールのパケットフィルタリング機能について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(ク) 。

Ａ ファイアウォールを通過するＩＰパケットに改ざんがあるかどうかチェックし、改ざんが

あった場合にはそのＩＰパケットを除去することができる。

Ｂ ネットワーク層及びトランスポート層レベルで動作し、基本的機能として、コンピュータ

ウイルス、メールの不正中継及びＤｏＳ攻撃に対する防御機能などを有している。

Ｃ ＴＣＰヘッダ内のポート番号を利用したアクセス制御ルールの設定により、特定のＴＣＰ

ポート番号を持ったＩＰパケットだけを通過させることができる。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

 

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 
(９) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(１０) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所の省略や部分 

省略などをしている部分がありますが、(   )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


